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炭酸施肥　に対す　る　粉剤　の研究

第2報　普通作物に対する散布試験*

楠　　　乃　　　　　司

Studies on the Dust for Carbon Dioxide Manuring

2. 0n the Experiment Sprinkled the Dust on the Crops

Tsukasa KusuMOTO

I.ま　　え　　が　　さ

最近になりわが国でも炭酸ガス施肥の研究がおこなわれその有効性が認められつつあるが(l~5),

どれも閉鎖空間にドライアイスか,あるいは液剤を使用しC02を発生させるものである｡著者は

前報(6)で開放空間の小面積栽培作物にCOz発生粉剤散布により収壁が増加することを報告したが,

今回は農家経営面積程度の大面積散布の場合どの種皮の効力があるか,その場合の粉剤の濃度や使

用置ならびに措置剤の種類の相違による収愚調査をおこなった｡

II.鹿児島市,教育学部試験地

鹿児島市にある鹿児島大学教育学部試験地において1963年に大豆と水稲を使用しておこなった結

果である｡

大　　　豆

試験面積0.7aで畝間50cm, 1畝に約70粒を5月25日に播種,この面積に標準区1,散布区

8を2回反復し合計18区を設置した｡元肥,追肥はしなかった｡ 3回中耕除草する｡ CO2発生剤は

前轍と同じもので増置剤としてAとBを使用し, CO2濃度についてはAO.1, AO.2-･･, 鰭

0.1, BO.2･･-･として表示してあるが,例えばAO･1, AO･2, AO･5はCO2濃度0.1%, 0.2%,

0.5%でAを増靂剤としたことを示し, Bの場合も同様である｡ただし, CO2濃度0.1%になるよ

う計算上薬剤の混合をおこなったのみで実際の発生CO2畳は未だ測定してない｡以上のCO2濃度

表示法を各散布区として本報告の以下の各表中に使用した｡他の植物も同様であるが大豆でも各区

共以上のように調整された粉剤を植物の存在面積Im2当り10gを6月15日より7月29日まで約

1週間おきに6回葉蘭に散布した｡実験中鼠と菌核病の被害があった｡ 7月22日地上部のみの中間

収穫をおこない各区10個体の乾童を第1表に示した｡

草丈は標準区に比べて散布区は全部高くなっているが特にB0.2とA0.2が高い｡種子の成熟

はまだ充分でないので地上鄭重盛合計の比較は正確でないがやはり散布区が重く効果が認められ

春木研究の一部は文部省科学研究費(各個61121)による｡
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第1表.　大豆10本の推量g. (中間収穫)

標　準　区i

草　　　丈
十

cm

50.1

A 0.1　　　　　56.5

A 0.2　　　　　　57.7

A 0.5
A 1.0

B 0.1
B 0.2

54.8

52. 2

53.5

59.0

0.5　　　　　　55.8

B 1.0　　　　　　52.6

31.2

29.6

33.3

26.3

第2表.　大豆1本当　り　の暗愚g. (最終収穫)

増収率% 
本数牒(全英)厚子ー合計-1本当りi種子 

標準区 AO.1 鉄2�r��Cb緜c�2繝��

I 

5519.129.2718.3933.339.2 
AO.2 鼎Rﾃゅc途緜#�b�3��ゅ��B紕�
AO.5 A1.0 儁R譎�Sビ粤ラ�hﾊh�#逃r�

BO.1 鉄モ經唐�#3�b繝##�纉#2綯�
BO.2 鼎v姪��#S偵ン#���CCR纉CゅB�
BO.5 鉄3偵c#偵3��偵��3r縱C����
B1.0 鉄Cr�3#r縱C�R��c偵��b�"�

ii 

る｡特にAO･1, 0.2, B0.5がよいが,増亜剤はA, B共良好である｡

8月29日全個体の収穫をおこない1本当りの乾盤で示したのが第2表で落葉のため薬最は表示し

てない｡標準区の1本当りまたは種子の量感に対する各散布区のそれの増量分を%で示して増収率

とした｡やはり散布区が増収している｡ただ　中間収穫よりこの時期までに各区多少の鼠と菌核病

の被害があり, AO.2, 0.5は鼠, BO.5, I.0は菌核病の被害が大きかったので各散布区間の比較

は正確にできないが, CO2濃度は0.2%,措置剤はBが効果が大きいようで,少くともこの結果よ

りは増収率は上まわるものと予想される｡この結果でも種子は約10-50%で平均少くとも30%以

上の増収は可能であろう｡

水　　　稲

約0.7aの面積の周囲の土壌中に深さ50cmの木枠をめぐらしその内側の深さ30cmの土壌を

全部掘り出し厚さ0.1mmビニールを敷きその上に先の土壌をもどして土壌の深さ30cmのビニ

ール水田を作る｡土壌は砂質壌土で節にかけて紳士とした｡元胆として配合肥料を0.7aに10kg

施こし,その後8月13日に2kgを追肥した｡ 6月1日に播種した農林18号を6月29日にビニー

ル水田に移植した｡株間15cm,列間15cmの2ダリの並木楢とL l株5本とする｡ 2列の並木楢

を1畝とすると畝問を50cm　とする｡大豆と同様,標準区1,散布区8とし2回反復で18区を設
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第3表.　水　　　　　　　　稲

;有効分
株数序文【

げっ数

101.1　9.0

1本当り風乾囲株当り風乾亜
g i g

も　みi葉茎iも　み

20.5 i 2.17 i 2.19　19.5

撃旦主立｣些12
20. 64

2.41

2.36

2.59

2.40

置した｡粉剤の種類および散布最は大豆と同じで7月12日より9月19日まで約1週間おきに8回

散布し,その間ガンマドルおよびセレサン石灰を散布したが瞑虫およびいもち病の被害があった｡

出稿後陽雀網を全面積に張る｡その他収穫までに多少の鼠の被害をうける｡ 10月26日地上部を刈

取り2回反復の区を平均して風乾重瞳で示したのか第3表である｡

草丈と穂長は標準区より散布区の方が大きくなっている｡有効分げっ数,無効分げっ数は明な傾

向はないが,前者ではBよりAの方が多くなっているようである｡粒数は散布区の濃度の高い方

が多くなっている｡ 1本当りのもみ重愚,葉茎重愚は標準区より散布区が重く,特にAO.5, B0.5

が大きい｡株当りでは有効分げっ数の関係からもみ重畳でA 1.0以外は散布区が標準区より大きく

なっている｡もみ重量の増収は1本当りでも株当りでもCO2濃度0.5%が大きく増亜剤はAが適

当である｡ただ-.病害虫の被害がどの程度か不明なだめ正確な結果がつかめないがいづれにしても

少くとも10-20%の増収は可能である｡

III.鹿児島県,国　分市

鹿児島市より東北約30 km,鹿児島湾の最奥に位置している国分市で農家の耕地を借用し前実験

と併行して同年におこなった｡材料作物は小麦,大豆,水稲,黍である.

小　　　麦

試験面積lla, 12月12日条播,元胆として10a当り堆肥90kg,ボス化安60kg,尿素30kg

を施肥,これに第4表の各区2回反復の標準区,散布区合計14区を設置した｡粉剤散布は3月4日

より4月29日まで7回であった｡ 6月1日に各区共500本を根より掘りとり1本当りの風乾重盤で

示したのか第4表である｡表中にAIO, A20等､とあるのは小麦の存在面積1m2当りにCOz濃度

0.2%発生粉剤で増轟剤Aのものを10gおよび20gを散布したことを示すものでB, Cも同様

で以下の大豆,黍も同じである｡この場合はCOa濃度を一定にし散布愚を変えたものである｡小麦

のみに増量剤Cも使用した｡

冬作の小麦に対して日照時間,気温等の懸念があったが第4表のようにやはり草丈や各器官重量
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炭酸施肥に対する粉剤の研究

第4表.　小　　　　　　麦　　1本当りの風乾亜　g.

草丈一葉茎 剿��蒔Hﾚｦ偃ﾘ���合計恒子増麟 

cm � 白�1% 

標準区581.7 �0.79 ����c�緜��1.46 ��

A10 A20 B10 亦�ッ紕�コ綯�ﾃッ�2�0.92 ����s�緜b�1.658.2 
0.85 �������緜S�經����ｳb綯�

0.89 ������緜C�緜�B纈�
B20 侈粫ﾄ薬繝s���蔦�緜C�緜�B纈�

C10 白�涛R���0.83 ����c�緜S�經B�駐b綯�
C20185.5!0.8610.08iO.6511.59i6.6 

において標準区より散布区が大きいことが明となった｡ただ,種子増収率が夏作に比べて低いよう

である｡散布愚の多少は効力に差がないが措置剤ではAがまいようである｡

大　　　豆

試験面積4a, 5月10日条播,元胞は堆肥45kg,ボス化安3kgで･,尿素0.8kgを追肥する｡

標準区1,散布区4で2回反復合計10区とする｡ 6月6日より　7月15日まで7回粉剤散布をす

る｡粉剤は小麦と同じで第5表中の記号も同じである｡ 7月23日各区0.4m2内の全個体を収穫L

l本当りの風乾重最で示したのが第5表である｡

第5表.　大　　　　　　豆　　1本当りの風乾亜g.

草丈 cm ��hﾚｨﾖ(��皦ﾇb�種子増収率 % 

標準区 �3"繧�1.790.5412.9115.24 澱���

A10 �3B�#�緜S�緜C�2緜��R纉��
A20 �3R���縱3�緜3�2繝S�b�#��途�2�

B10 �3B���1.6310.6514.9217.20 ��R絣�
B20 �3B���!1.65IO.7013.6916.04 澱���

草丈はやはり標準区より散布区の方が高くなっている｡茎のみの重最は逆に散布区が小さく鹿児

島市での結果と異るようであるが,これは英を含んでいないためである｡根室最は散布区の方が大

きい｡種子重畳は標準区より散布区が大きく鹿児島市のものよりその値が大きいのは土壌肥料と風

乾愚の影響のようである｡粉剤散布の愚的傾向は明でないが増塾剤はBの方がよいようである｡

増収率は鹿児島市のものより小さくなっているのは試験面積が広くなったためだろう｡

水　　　稲

試験面積lla, 10a当り配合肥料90kg,尿素10kgを元肥とし,追肥はしなかった｡ 6月1

日播種した品種｢はまゆう｣を7月4日に本田に移植し,株間25cm正方形梅で1株約5本とし

た｡標準区は試験面積の両側と中央に計3区,散布区はその間に4区, 2回反復合計8区を設けた｡

7月21日より9月26日まで7回粉剤散布,散布盛は鹿児島市の水稲と同じである｡収穫は10月28

日で各区にわたる直線を等間隔にひき,その直線上にある各区の中央附近を3.30 m2 (1坪)を刈
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第6表.　水　　　　　　　　稲

iL3.30m2当り 剿緬m�9h.浦xｪ8�Fv��

∴∴∴∴∴∴言.∴ 剴�Zｨ+�,��I6H昱���ﾋ鉅ｽ�-ﾙ�騷b�

標準区95.211496!79 劒S��ｳ"�3�ﾓ"緜R��4.95 ��

AO.1 AO.2 涛偵��湯縒�1371176 146974 i ����#��∴∴ 日課 ��驢��免ﾂ�2�R縒�"綯�2纈�

BO.1 BO.2 涛ゅ"�途縒�f3489oi磐 �������

り取り風乾した｡それ故に標準区9か所,各散布区共6か所の平均で示したのが第6表である｡

草丈は標準区より散布区が高くこれまでと同様である｡もみ重愚は標準区より散布区が大きい

那,その増収率は鹿児島市と比べて, CO2濃度や増最剤で同一傾向が1本当りではみられないが株

当りでは0.2%濃度, Aの方が効力が高いので両地区共同様の結果とみてよいだろう｡

黍

試験面積0.5a,元胆はボス化安300g,追肥としてボス化安200gを与えた｡ 8月21日条播

する｡ 1畝2mで5畝を1区とし標塑区1,散布区4, 2回反復合計10区を設ける｡粉剤は7回散

布,散布壁は前と同じである｡ 11月9日に各畝1mだけを資料として根より掘りとり各区5畝の

結果を風乾亘理で示したのが第7表である｡

第7表.　黍

i i草丈 cm 剪ｲ査本数 亦�ﾒﾒﾒﾒﾒﾚ2ﾘﾅ籔�ﾒﾔ�ﾘﾉ�8h�ｲﾒﾖrﾙ��顗���ﾘ�zb�wHﾇ9(h顗��俘rﾆ�ﾂ�

標準区 A10 A20 都�絣�sr�"�sR紕�141 119 121 鐙���������

B10 B20 都偵C�CB�s偵��# 俣や繝厩�ｽ��7.7 【25.3 

草丈は標準区より散布区が高い｡種子および薬茎根の重勤まどれも標準区より散布区が大きい｡

増収率は散布最の多い区ほど大きく,少くとも20%以上の増収は可能である｡増壁剤はAの方が

よいようである｡

IV.あ　　と　　が　　き

この粉剤を広面積の作物に散布してもCO2濃度や増塾剤が適当であれば少くとも10-20 %以上

の増収は期待できる｡ただ.,小面積より広面積の場合は粉剤の効果が小さくなるようでこれは広面

積のため散布技術が悪く散布が均一でなかったり,風のため単位面積当りの散布藍が少なかったり

したためと思われる｡



炭酸施蝿に対する粉剤の研究

CO2濃度で水稲は0.5%,大豆は0.2%が,散布愚では小麦は10g,黍は20g,大豆は10gが

効力が大きかった｡このことは一般的に木本作物では夏作物はCO2濃度が高く冬作物は使い方が効

力が大きいことを示している｡また,夏作では広葉作物は木本作物よりCO2濃度が低い方がよい｡

増亜剤の種類では作物の葉面の構造と増愚剤の附着陸等から禾本作物にはA,広葉作物にはBの

方がより効果的であることが認められた｡

その他にこの粉剤散布の効果の特徴的なのはどの作物でも草丈が散布区の方が高くなったこと,

散布区の薬緑が肉眼でも判別できるほど濃くなったことである｡
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S皿lmaⅣ

The experiments were carried out at Kagoshima city and Kokubu city in

kagoshima prefecture. The materials were Oryza satl'ya L., rrilieum aestivum L･,

Panieum miliaceum L. and Glyeine Max Merrill, and cultivated in a large area. The

yields of experimental plots were larger than the control plot. The rate of increase

was 10-20%. However. the rate was lower than that of small area. In the gene･

ral, the yields of crops in a large area may be increased by the dust･




